
別紙標準様式（第７条関係） 

会  議  録 

 

会議の名称 第2回 枚方市事務事業評価員会議 

開催日時 平成24年8月6日（月）16時00分から17時10分まで 

開催場所 枚方市役所 特別会議室 

出 席 者 正木啓子評価員、三木潤一評価員、和田聡子評価員 

欠 席 者 - 

案件名 

・一次評価の結果及び重点棚卸事業の決定について 

・重点棚卸事業の平成 24・25 年度区分について 

・二次点検・評価の実施について 

・その他 

提出された 

資料などの名称 

資料① 一次評価結果集計表（検討資料） 

資料② 重点棚卸事業選定シート 

資料③ 事業概要説明シート（案） 

資料④ 今後のスケジュール（案） 

決定事項 
・重点棚卸事業の選定について 

・二次点検・評価の実施について 

会議の公開、 

非公開の別及び 

非公開の理由 

公開 

会議録などの公表､ 

非公表の別及び 

非公表の理由 

公表（委員の個人名は記載せず） 

傍聴者の数 7名 

所管部署 

事務局： 
行政改革部行政改革課 

 



2 

 

 

審  議  内  容 

１．開会                                    

座 長：ただいまから、枚方市事務事業評価員会議を開催いたします。 

    まず初めに、事務局の方から配付資料等について確認をお願いいたします。 

事務局：それでは、お手元の資料の確認をさせていただきたいと思います。 

    資料は本日の案件を記した次第書と、資料①一次評価結果集計表（検討資料）、資

料②重点棚卸事業選定シート、資料③事業概要説明シート（案）、資料④今後のス

ケジュール（案）、それからファイルにとじております事務事業実績測定調書とチ

ェックリストとなっております。 

    過不足等ございませんでしょうか。よろしいですか。 

    それから、本市ではクールビズに現在取り組んでおりますので、本日も職員がノー

ネクタイで出席させていただいておりますことを御了承願います。 

    事務局からは以上でございます。 

座 長：どうもありがとうございます。 

    この事務事業総点検につきましては、前回、第１回評価員会議での意見等、かなり

踏み込んだ意見交換を行いましたが、それを踏まえまして、枚方市において、すべ

ての事務事業を対象に一次点検を実施いたしました。その後、評価員の方で、各事

務方の方への幾つかの質問、あるいは問い合わせを行いつつ一次評価を行ってきた

ところでございます。 

２（１）．一次評価の結果及び重点棚卸事業の決定について               

座 長：それでは、次第の案件１、一次評価の結果及び重点棚卸事業の決定について、皆様

方の一次評価の結果をもとに、二次点検評価の対象となる重点棚卸事業を選定する

作業から行っていきたいと思います。 

 事務局の方から資料の説明をお願いいたします。 

事務局：それでは、お手元の資料①一次評価結果集計表（検討資料）をごらんいただきたい

と思います。 

    こちらの資料は各評価員の皆様に評価していただいた途中結果を集計した資料とな

っております。 

    資料の見方といたしましては、評価員の皆様が重点棚卸事業とするべきとチェック

された事業数を各部ごとに表示しております。 

    行政改革部を例にしますと、３名の評価員の皆様全員が重点棚卸事業としてチェッ

クされた事業が２件、２名の方がチェックされた事業が１件、１名の方がチェック

された事業が２件といった形で記載しております。 

    次に、資料②重点棚卸事業選定シートをごらんいただきたいと思います。 

    こちらの資料は、今回、評価いただいたすべての事務事業名称を各部ごとに整理し
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た資料となっております。 

    重点棚卸事業欄は空白としておりますので、この後、重点棚卸事業を選定していた

だく際に、御活用いただきたいと考えております。 

    説明は以上となります。 

座 長：まず、重点棚卸事業の選定作業に入る前に、一次評価において、大きな段ボール箱

を一箱、それぞれの事業は１枚のチェックシート、あるいは多くても２枚程度の資

料だったのですが、事業数が膨大なものですから、相当な数の資料を読ませていた

だきました。各評価員の先生方におかれましては、その作業を進めている中で、い

ろんな評価の視点とか、あるいは御感想などがありましたら、まずそこらあたりか

ら少しお聞かせ願えればと思います。 

    いかがでございましょうか。作業をやってみて。感想程度ということで。 

評価員：確かにすごく数が多く、これだけ何か一気に見た経験はちょっとなかったので、あ

る程度、自分の中で基準を設けて分けていくしかないなというふうに思った次第で

す。それで、その切り口としては、まず金額ベースで、いただいた資料で１，００

０万円を越えている、コストがかかっているものは必ずチェックしようという視点

と、あと教科書的になりますけれども、つまり地方公共団体が税金でもってその費

用を賄っていかなければならない、そういうサービスというんですか、それはいわ

ゆる地方財政論とか、そういう分野で、幾つかいろんな本で書き方がありますけれ

ども、例えばシビルミニマムというような視点と、あと価値財とか、あと消費の外

部性といわれるもの、それからあと不確実性があるとか、あと地域独占とか、そう

いうものを念頭に置いて、しかしそこら辺、各事業、ほんとにもっと内容を知らな

いと、本当は何か全然判断できないとは思うんですけども、そこら辺、ほとんど直

観といったらあれかもしれないですけれども、ひっかかるとか、そういう基準に照

らして、ちょっとこれはというものを、金額と合わせて、そんな詳細というわけに

はいかなかったですけれども、見て、チェックをしたというところでございます。

座 長：ありがとうございました。先生はいかがですか。 

評価員：まず、今回、評価員ということを仰せつかりまして、枚方市さんの方から全事業と

いうことで、９６６というすべての事業を我々評価員に公開した、それと透明性を

発揮されたということは、まず私自身も非常に責任を感じるとともに、非常に信頼

といいますか、これから評価をしていくに当たって、すべて公開した中からという

ことは、今評価というのがなされている自治体が多い中では、非常におもしろい取

り組みなのではないかと。私たちの負担とか責任は別といたしまして、非常にそれ

は感じております。送られてきた資料の中でも、それぞれ研究とか専門の領域がご

ざいますので、私自身は、今回、この９６６事業の中で、自分自身が評価できるも

のというのは、自分の専門性からですから、切り口の私自身の価値判断としまして

は、まずはやはり金額ということでございます。やはりこれ、行革の一環としてと

いうことでございますので、金額を減らすのがいいという意味ではなく、やはり金
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額の大きい事業というものには、民間で任せられるところは民間でという部分で考

えますと、昔は行政がきっちり行ってこられたことを、今の時代はやはり民間もし

くは市民の方が、ある程度自立して取り組みというものを持っていただく意味で、

金額の大きいものはやはり見ていこうということで、それは一つの価値判断で見さ

せていただいたということです。 

    それと、普遍的に、時代が移り変わっていっても、やはり行政しかできないこと、

いわゆる公共性という部分は、金額にかかわらず、少し詳しく見たということでご

ざいます。 

    あとは、検討中に事務局の方にも資料としてお願いしましたけれども、多分先生方

にも届いていると思いますが、補助事業という名のつくものですね。補助金とか助

成金という言葉は、非常に行政側には一番大きくかかわってくるものでございます

けれども、非常にどの自治体も、今、政府においてさえ非常に内容としてあいまい

で、非常にかなり補助金が出た年度からずっと出し続けられていて、行政側も出し

てもらっている側も余り検討されてこなかったのではないかということで、補助金

事業をピックアップしてくださいということで、資料を御足労ながらつくっていた

だいたのですけれども、あれは非常にいいといいますか、我々が検討するには非常

に貴重な資料だったかと思います。ですので、補助金事業につきましても、かなり

検討といいますか、見させていただいたということでございます。 

    かなり大変な作業ではございましたけれども、皆さんのお手元にありますとおり、

独任制というまたおもしろいシステムを取り入れられたので、我々、３人が机にこ

もってやっていたということですけれども、何か不思議ときょうの結果を見まし

て、こういう形で出てきているんだなというのが、率直な感想でございます。 

    以上です。 

座 長：ありがとうございます。 

    両評価員とも金額、それから次は行政でないとできないもの、シビルミニマムとい

うことをいろいろ考えられてやったということでございますけれども、私の方はま

たちょっと違う観点で、似た事業が何かありそうな感じがしまして、それで問い合

わせをさせていただいたりしたんですけど、同じ団体などに違う部から似たような

事業が行われているということで、そちらの方を重点的に見せていただいたという

ことがあります。 

    考え方としては、市民生活がこれだけ複雑な世の中になっているわけなので、行政

側としてはできるだけシンプルにして、いろいろ問い合わせ、あるいは相談ごとに

こたえ易いようなシステムを事業面でもつくっておかないといけないかなというこ

とで、ちょっと似た事業の整理をしました。チェックの仕方はすごく実は難しく

て、その場合、二つともチェックするのか、一つこれが整理したらこっちが勝手に

消えるからいいのかとか、ちょっと迷うところがそこにありまして、結果的にはや

っぱり両方つけないとおかしいんだなという答えにはなっていったんですけども、

最初は随分ちょっとそのつけ方の悩みが出ました。 

    先生方のお話を伺っていて、本当にみんなが微妙に違う考え方をした結果で、きょ
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う、このチェックの数がこうしてうまくというのか、偶然合っているという感じは

するんですけども、そういう意味では、異なる見方をしても、それぞれ棚卸しをし

なければいけない事業というのは、共通した何かがあるのかなと思っております。

    そうしましたら、こうした考え方で、それぞれが自分の考え方ということで整理し

ておりますので、そこの基準について、ほかでよく行われるように、この基準はど

うだとか、文章に書いたものでも何でもなくて、頭の中でそれぞれが自己責任にお

いて考えた基準で整理したということなんですけども、いよいよここで重点棚卸事

業の選定を行っていきたいというふうに思います。 

    それで、まずお諮りしたいんですけども、重点棚卸事業チェック表で、評価員３人

ともがチェックしたものですね、これについては重点棚卸事業に私はもう入れても

いいのかなと思います。３６０度とは言わないんですけど、１２０度ずつぐらい

で、周りからせめたものがたまたま一緒だったので、評価員３人というところにつ

いては、もう棚卸しということでよろしいですか。 

＜意見等なし＞ 

座 長：そうしましたら、評価員３人一緒になった重点棚卸事業については、もしおわかり

になるんだったら、そこだけ先に番号を言っていただけますか。 

事務局：そうしましたら、３名の評価員の方がチェックをされた事業について申し上げま

す。 

    資料の順番どおりで、まずは行政改革部からですが、事務事業番号３１１５８、職

員提案推進事務、次に３１１６２、ＩＳＯ９００１運用推進事務、次のページに行

きまして、政策企画部ですが、３０６２４、学園都市ひらかた推進協議会事務、３

１４３４、施策評価運営事務となります。次に広報課になります。３１０７７、Ｆ

Ｍ放送活用事業、３１０７８、ケーブルテレビ放送活用事業、次に市民相談課にな

ります。３１０９３、市政モニター実施事業。人権政策室、３１２５６、男女共同

参画啓発事業となります。 

    続きまして、市民安全部です。 

    まず市民活動課ですが、３０６７５、勤労市民会活動補助事業、３１１１１、ＮＰ

Ｏ活動支援事業（補）、３１１１５、市民交流センター施設維持管理事業。市民課

ですが、３１１３５、地域サービス事務、３１１４３、住民基本台帳カード事業。

    それから、次に移りまして総務部になりますが、総務管理課、３１１６７、総務管

理事務、次に人事課、３１１７５、人事考課制度運営事務、それから職員課、３１

１８０、職員福利厚生事務、３１１８１、職員被服等貸与事務、コンプライアンス

推進課に移りまして、３１１９１、文書管理事務となります。 

    総務部は以上です。 

    続きまして財務部になります。 

    財務部は資産活用課、３０７８３、市営住宅維持管理事業、それから財政課、３１

１２２、財政運営事業、最後に納税課、３１２２０、滞納整理事務、財務部は以上

です。 
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    続きまして地域振興部です。 

    地域振興総務課、３１４４４、「マルシェ・ひらかた」開催事業、次に生涯学習

課、３０９９８、生涯学習事業、３０９９９、生涯学習市民センター学習支援事

業、それから文化観光課、３０６４７、文化観光協会負担金交付事業、３０６４

８、文化観光協会活動補助事業、３０６４９、枚方フェスティバル協議会支援事業

（補）、３１０３６、文化振興事業、それから産業振興課、３０６２３、産学公連

携フォーラム開催事業、３０６３２、経済交流販売事業補助事業、３０６５５、地

域活性化支援センター運営事業、３０６６１、大阪ビジネスＥＸＰＯ支援事業

（補）、３０６６６、枚方市商業振興事業補助事業、３０６６８、商店街等活性化

促進事業（補）、農政課に移りまして、３０５２９、エコ農産物普及拡大事業負担

金交付事業、３０５３０、農業振興補助事業、農業委員会事務局、３０５４４、年

金・相談活動事業。 

    次に健康部になります。 

    国民健康保険課、３０７２７、国民健康保険特別会計繰出金事務、３０７３０、保

健事業、それから保健センター、３０７１９、地域支援事業、３０７３５、健康づ

くり推進事業、後期高齢者医療課、３０７４６、後期高齢者医療事業、健康部は以

上となります。 

    次に福祉部です。 

    まず福祉総務課、３０７０９、社会福祉協議会活動補助事業、３０８０５、生活支

援事業、３０８４９、総合福祉センター維持管理事業、３０８５０、福祉バス運行

委託事業、生活福祉室になります。３０８０８、生活保護受給者自立支援事業、障

害福祉室、３０８１８、市立くすの木園管理運営事業、３０８３７、移動支援事

業、続きまして高齢社会室、３０７００、敬老事業、３０７２０、介護予防普及啓

発事業、次のページに行きまして、３０７４１、高齢者鍼灸マッサージ事業、３０

７４２、包括的支援事業、続きまして３０８０１、市立特別養護老人ホーム及びデ

イサービスセンター維持管理事業、３０８３２、生きがいと健康づくり推進事業、

それから３０８３４、老人クラブ育成補助事業、３０８４４、高齢者外出支援カー

ド配付事業、３０８４５、楽寿荘維持管理事業、３０８４６、シルバー人材センタ

ー事業費補助事業となります。 

    続きまして、子ども青少年部ですが、子育て支援室の３０９６３、保育所（園）ふ

れあい体験事業、３０９７６、枚方版ブックスタート事業。 

    続きまして、環境保全部になります。 

    環境衛生課、３０４９６、まち美化啓発事業、環境総務課が３０３２１、地球温暖

化防止対策事業、続きまして、淀川衛生事業所、３０３６１、し尿処理事業、３０

５２４、防疫業務となっております。 

    続きまして環境事業部になります。減量総務課、３０３３６、環境事業部施設管理

運営事業、３０３３７、管理棟維持管理事業、減量業務室になりまして、３０３２

４、ごみ減量化啓発事業、３０３３１、プラスチック製容器包装類の資源化事業、

穂谷川清掃工場、３０３４３、ごみ処理施設管理運営事業（穂谷川）、環境事業部



7 

 

は以上です。 

    続きまして、都市整備部、都市整備推進室の３０６３７、枚方宿地区まちづくり協

議会支援助成事業、３０６３８、枚方宿歴史的景観保全地区修景助成事業、３０６

４０、町屋情報バンク支援助成事業、開発調整課、３０４６８、開発事業等情報管

理事業になります。 

    続きまして土木部、道路補修課、３０５９９、道路施設維持管理事業、公園みどり

課、３０４３０、都市公園等維持管理事業、３０４３６、花に囲まれたまちづくり

推進事業、３１０４６、体育協会有料施設料金徴収事務、それから交通対策課で３

０５７１、駐車場案内システム維持管理業務、３０５８９、交通対策協議会補助事

業となります。 

    続きまして、公共施設部です。 

    東部整備課、３０６１６、（仮称）自然環境保全活用事業となります。 

    次に会計課はございません。 

    次に水道部に移ります。 

    上下水道経営課、３０３８４、上下水道局広報活動事業、３０３８８、上下水道局

経営改革事務、３１２２５、上下水道局福利厚生事務、それから、浄水課、３０３

９４、水道施設危機管理事業、お客様センター、３０３９９、私設メーター取替費

用補助事業となっております。 

    続きまして、下水道部となります。 

    下水道管理課で３０３６３、公共下水道促進事務、それから下水道施設維持課、３

１２２３、北部別館維持管理事業となります。 

    続きまして、市民病院、市民病院事務局総務課、３０７６４、市民病院施設維持管

理事業、市民病院事務局経営企画課、３０７６８、市民病院経営管理事務となって

おります。 

    続きまして、管理部です。 

    教育総務課、３０９２７、学校園校務員業務、３１２２８、学校園運営関係事務、

続きまして学校給食課、３０９３３、学校給食事業（委託・単独調理場）、続きま

して学校規模調整課、３０９２２、市立小中学校及び幼稚園施設開放事業、３０９

３７、学校園施設等管理運営事業となっております。 

    続きまして、学校教育部に移りまして、こちらは教育相談課が３０９４１、通学路

等安全対策事業、次のページ、学務課に移りまして、３０８８６、幼稚園就園奨励

費補助事業、学校教育部は以上となっております。 

    続きまして、社会教育部、社会教育課、３１００２、社会教育主催事業、３１００

９、中央図書館運営事業（社会教育課）、３１０１０、図書館分館運営事業（社会

教育課）、３１０１１、図書館分室運営事業（社会教育課）、３１０１４、自動車文

庫運営事業（社会教育課）、続きましてスポーツ振興課、３１０３９、各種スポー

ツ大会等開催事業、３１０５２、野外活動センター維持管理事業、次のページに移

りまして、文化財課、３１０６８、旧田中家鋳物民俗資料館維持管理事業、中央図

書館になります。３２９７８、中央図書館運営事業（中央図書館）、３２９７９、
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中央図書館分館運営事業（中央図書館）、３２９８０、図書館分室運営事業（中央

図書館）、それから最後に３２９８３、自動車文庫運営事業（中央図書館）となっ

ております。 

    それから、市議会事務局に移りまして、３１０８９、議会報発行事務となります。

    最後に監査委員事務局・公平委員会が３１２４８、公平委員会事務、以上となって

おります。 

座 長：ありがとうございました。 

    これで、１１１事業について重点棚卸事業ということで、説明いただいたというこ

とで、重点棚卸事業に決定したいと思います。 

    それで、あと、評価員お二人の方のチェックが入った事業について、この一覧表で

は８４事業あるということですが、この二つのものと、それから評価員がそれぞれ

１名チェックしたものが１３７事業あります。評価員２人のものについて、ちょっ

と扱いをどうするかなんですけども、評価員２人のチェックを入れた事業につい

て、重点棚卸事業にする必要ないというようなご意見は特にございますか。大した

ことないというようなものがありましたら、御意見をいただいて、もし特段ないよ

うでしたら、もうこれも重点棚卸事業として二次に持っていくというように考えた

いのですが。 

＜意見等なし＞ 

座 長：そうしましたら、今、評価員３人がチェックした事業を１１１事業上げていただき

ましたけども、評価員２人のものの、この８４も重点棚卸事業に上げていくとい

うことで決めていきたいと思います。 

    それで、ちょっとこれ、また後で読み上げていただいて、決着をつけたいとは思い

ますけれども、評価員１人のもので、特に御意見はございますか。これはちょっ

と、自分だけだけど、もう少し踏み込んでお話を聞いた方が良いというような事業

がありましたらご意見お願いします。ここら辺になると、結構ばらつきが出てきま

すよね。 

    そうしましたら、評価員１人のものについて、もし取り上げ方について、何か今後

少しやった方がいいというようなものがありましたら、また、後でもお話を聞きた

いんですけども。 

＜意見等なし＞ 

座 長：ないようでございましたら、一度評価員２名の事業を読み上げていただいて、先ほ

どの事業と合わせて、１９５事業ということで、これで重点棚卸事業ということ

にしたいと思います。読み上げていただいている間に、もし評価員１名チェック

のもので、やっぱりちょっと入れておいてというようなものがあったら、またそ

の後で御意見いただけたらと思います。 

    そうしましたら、２評価員チェックの事業についてお願いします。 

事務局：評価員２名からチェック入れていただいた事業を読み上げさせていただきます。 
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    先ほどと同じく、行政改革部から読み上げてまいります。 

    まず行政改革部、行政改革課、事務事業番号３１１６０、事務事業実績測定等運営

事務、行政改革部はこの一つです。 

    続きまして、政策企画部になります。 

    企画課、３０９２３、市内高等学校長・市長懇談会事務、続きまして市民相談課、

３０５１３、市民相談事業、政策企画部は以上となります。 

    続きまして、市民安全部です。 

    市民活動課、３０６７７、中小企業退職金共済制度等掛金補助事業、３０９９６、

メセナひらかた会館施設維持管理事業、３１１０１、コミュニティ活動補助事業、

３１１０２、コミュニティＷＥＢサイト事業、３１１０４、地域づくりデザイン事

業（補）、市民課に移りまして、３１１４１、証明発行コーナー運営事務、３１１

４２、住民基本台帳ネットワークシステム事業、続きまして、消費生活センター、

３１０２２、消費者等教育啓発事業となります。 

    続きまして、総務部になります。 

    総務管理課、３１１７０、総務管理課車両管理事務、次に人事課、３１１７３、職

員採用任免事務、３１１７４、再任用制度運営事務、３１１８８、職場外研修事務

となります。続きまして職員課、３１１８３、職員給与等管理事務、次にコンプラ

イアンス推進課、３１１７２、法規事務、総務部は以上です。 

    続きまして、財務部になります。 

    資産活用課、３１１２５、土地開発公社経営健全化事務、３１２０５、市有財産等

有効活用促進事務、次に財政課、３１１２４、起債管理事務、次に資産税課、３１

２１７、固定資産税・都市計画税賦課事務、財務部は以上となります。 

    続きまして、地域振興部。 

    地域振興総務課、３２９５０、産業振興対策事業、次に生涯学習課、３１００１、

生涯学習市民センター活動委員会事業、文化観光課、３０６２９、国内友好都市交

流推進事業、３０６３１、友好・交流都市物産展開催事業、３０６４３、菊フェス

ティバル開催事業、３０６４４、菊人形支援事業（補）、３０６５３、花と音楽の

まちづくり推進事業、３１０３５、くずはアートギャラリー運営補助事業、続きま

して産業振興課、３０６５４、テイクオフ補助事業、３０６５６、創業支援事業、

次に農政課になります。３０５３６、土地改良事業補助事業、次に、３０５４２、

農業団体育成事業、地域振興部は以上となります。 

    続きまして、健康部になります。 

    保健センター、３０７３６、成人保健事業、それから、健康総務課、３０７４４、

健康福祉フェスティバル開催事業、３１４５１、ひらかた安心カプセル配布事業、

健康部は以上となります。 

    次に福祉部です。 

    福祉総務課、３０８４８、総合福祉会館維持管理事業、それから、障害福祉室、３

０８２３、難病患者等の地域生活支援事業、次に高齢社会室が３０７２１、二次予

防事業、福祉部は以上となります。 
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    続きまして、子ども青少年部、子ども青少年課、３０９７０、枚方公園青少年セン

ター青年文化事業、それから子育て支援室、３０８７４、公立保育所維持管理業

務、３０８７５、公立保育所保育環境整備事業、３０８７６、公立保育所管理運営

事業、３０９７７、ふれあいルーム補助事業、３１４６２、乳児家庭全戸訪問事

業、次に家庭児童相談所、３０８８２、育児支援家庭訪問事業、３０８８３、育児

支援家事援助事業、子ども青少年部は以上となります。 

    次に環境保全部になります。 

    環境総務課、３０３２２、エコオフィス推進事務、３０３５８、環境基本計画管理

事務、それから３０３８０、水道事業会計補助事業、３２９３９、自然環境調査事

業となります。環境保全部は以上となります。 

    続きまして、環境事業部になります。 

    減量総務課、３０３３０、北河内広域リサイクル共同処理事業負担金交付事業、３

０３３４、ごみ減量化対策事業（減量総務課）、３０３３５、事業系ごみ減量指導

事業、次に穂谷川清掃工場、３０３４４、ごみ処理施設維持管理事業（穂谷川）、

次に東部清掃工場です。３０３４７、東部清掃工場施設運営業務、３０３４９、東

部清掃工場施設維持管理業務、環境事業部は以上となります。 

    次に、都市整備部です。 

    都市整備推進室、３０６３９、歴史的景観保全事業となります。都市整備部は以上

です。 

    次に土木部です。 

    道路管理課、３０５７０、道路管理事業、道路補修課、３１２２２、中部別館維持

管理事務、続きまして、公園みどり課になります。３０４２５、桜の名所づくり事

業、交通対策課、３０６０４、有料自転車駐車場施設維持管理事業、土木部は以上

となります。 

    続きまして、公共施設部です。 

    施設整備室、３０９０５、学校園施設維持補修事業、この一つです。 

    次に、会計課になります。 

    会計課、３１２４５、審査事務、３１２４７、決算関係事務、以上となります。 

    それから次に、水道部になります。水道部は、２人がチェックされた事業としては

なしです。 

    次に、下水道部になります。 

    下水道整備室、３０３６４、公共下水道計画事務（汚水）、３０４３９、公共下水

道計画事務（雨水）となります。下水道部は以上です。 

    次に市民病院ですが、市民病院はお二人の方がチェックされた事業はございませ

ん。 

    次に管理部になります。 

    教育総務課、３１２２７、教育委員会会議運営事務、それから、学校規模調整課、

３１４７７、学校規模等適正化審議会運営事務。 

    次に、学校教育部に移ります。 
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    教育相談課、３０８９５、「いじめ専用ホットライン」推進事業、学務課になりま

して、３０９４８、奨学金事業（補）、３０９４９、就学援助費事業、次に教育指

導課、３０３５５、学校版環境マネジメントシステム事業、３０８８９、基礎学力

向上プロジェクト事業（教育指導課）、３０９５５、「まなびング」サポート事業、

３０９５６、学校園活性化事業、学校教育部は以上となります。 

    次に、社会教育部です。 

スポーツ振興課、３１０４１、枚方体育協会体育振興事業補助事業、３１０４４、

市立小学校体育施設開放事業、３１０５４、スポーツ振興課所管体育施設維持管理

事業、３１０５７、民間スポーツ施設等開放補助事業、社会教育部は以上となりま

す。 

    次に、市議会事務局です。 

    ３１０８８、議会等運営事務、３１０９９、議員調査・研修事務。 

    最後に、監査委員事務局・公平委員会です。 

３１２４１、監査委員監査事務、３１２４２、決算等審査事務、以上となっており

ます。 

座 長：膨大な事業名を読み上げていただきましてありがとうございます。合計で１９５事

業ということで、これプラスアルファで評価員が１人というもので、特段、読み

上げていただいている間に何か思い出した、あるいはちょっとやっぱりというよ

うなことがありましたら、お話を伺いたいんですけど、いかがでしょうか。 

    では、私の方から、１評価員チェックにも入ってない部分もありますが、ちょっと

事務方の方々にお伺いしたいのですが、各課の運営事務について、まだ詳しく伺っ

てない部分があるので、ある程度共通項があるんであれば、そこは一つずつの事業

というよりは、まとまって何か整理するようなことってできるんでしょうか。 

事務局：課の運営事務ですけれども、基本的には、課の庶務的な事務が入っており、それ以

外にすごく小さな事務がいっぱいある部分については、そこの中にまとめて入っ

ています。 

座 長：資料を読ませていただいている中で、例えば車両のことがあったり、事務のやり方

のいろんな問題があったり、総務事務ということで、共通項目で少し整理される

ようなことがあれば、皆さんの事務もやりやすくなるのかなというふうには思う

んですけど、ばらばらで出されると、微妙なところで、チェックが入ったり入ら

なかったりというのがどうしても出てきている部分があるんです。だから、そこ

ら辺はちょっと今後の課題となりますか。 

事務局：そうですね。今後の検討課題にさせていただきたいと思います。 

座 長：わかりました。 

    いかがでしょうか。 

    ＜意見等なし＞ 
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座 長：そうしましたら、評価員３人と評価員２人ということで、重点棚卸事業をこの１９

５事業ということで、決めたいというふうに思います。 

    対象事業は、先ほど読み上げていただきましたので、きょう、傍聴されている方も

御理解いただいたと思いますし、この選定がこれで終わったということになりま

す。 

２（２）．重点棚卸事業の平成２４・２５年度区分について               

座 長：続きまして、案件２の重点棚卸事業の平成２４年度と、来年度の２５年度の仕分け

です。その区分についてどうするかということですが、第１回目でも少し議論を

したところなんですけど、ちょうど数がいいなという感じなので、３人がチェッ

クしたものから始めさせていただいて、２人がチェックしたものについては、い

ろんな考え方の差が出ると思いますので、とりあえず次年度に回して、今年はこ

の３人が同じ考えで同じ方向を向いているものからチェックさせていただきまし

たらというふうに思います。 

    それでよろしいですか。 

評価員：はい、結構です。 

座 長：そうしましたら、まず、今、申し上げたように、３人がチェックをした事業で、最

初に読み上げていただきました事業につきまして、２４年度に実施するというこ

とで、後で読み上げていただきました８４については、２５年度に実施するとい

うこととします。対象事業の類似事業とかにつきましては、詳細を伺っている間

にあれというようなことが出たら、申しわけないんですけど、対応をよろしくお

願いしたいと思います。 

２（３）．二次点検・評価の実施について                       

座 長：そうしましたら、今、大体２４年と２５年の仕分けが終わりましたので、次、案件

の３ということで、二次点検・評価の実施ということで、議論したいと思いま

す。 

    事務局から説明の方お願いしてよろしいですか。 

事務局：そしたら、二次点検・評価の実施の方法について、御説明させていただきたいと思

います。 

    二次点検・評価は本日選定いただきました重点棚卸事業を、本市において、資料の

今後のスケジュール（案）に沿って二次点検として、再度、点検を行いまして、そ

の点検結果をもとに、二次評価として評価員の皆様に評価を行っていただこうと考

えております。 

   その際の資料につきましては、資料３の事業概要説明シート（案）を使って点検・

評価を行っていきたいと思います。 

    事業概要説明シートについて、簡単に御説明させていただきます。これは以前、本
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市で事業仕分けを行った際のシートと若干似ているんですけれども、一番上の事務

事業名と事業開始年度、担当部署につきましては、そのまま書いていただくと。根

拠法令と実施方法についても、もともとお渡ししている実績測定調書とほぼ同じ内

容になっております。 

 実施方法については、直営か委託、または指定管理、その他ということで、チェッ

クをしていただくという内容になっています。 

    その下の目的ですけれども、結構これが一番大事かなと思いますけれども、何のた

めにこの事業を行うのかという、この事業を実施する意図を書いていこうと思って

います。その際に、この下の対象になりますけれども、この事業はだれを対象に、

または何を対象に行うのかということを書いていこうと思っています。 

    その下の事業内容については、先ほどの目的を達成するために行うこの事務事業の

内容について、詳細をここで書いていこうと思っています。 

    以前、一次評価では、実績測定調書にちょっとわかりにくい部分もあったと思いま

すけれども、この事業内容を見て、この事業が一体どんな内容なのかというのをわ

かるようにしたいと思っております。 

    その下の事業の必要性ですけれども、これも結構重要な部分かなと思いますけれど

も、先ほどの目的を達成するためにこの事業を行っているということが客観的にわ

かるように、その必要性について書いていこうと思っております。ここでちょっと

判断していただかないといけないかなと思いますけれども。 

    その下のコスト、いろいろ表がありますけれども、平成２２年度決算と平成２３年

度決算と、２４年度まだ決算出ておりませんので、平成２４年度の当初予算という

形で、従事職員数と人件費について書いていこうと思っています。その区分につい

ては、正職員と再任用職員、それ以外というふうに分けて、３種類で書いていこう

と思っています。 

    その下の人件費計Ａというのが、この上記、正職員と再任用職員と非常勤職員等の

合計、人件費すべてがここに入るということになっています。ここには一応アルバ

イトの臨時職員の経費も入れております。 

    その下の直接経費Ｂについては、その事業の人件費以外でかかった事業経費を、こ

このＢで書くということになります。このＢにつきましては、このシートの一番下

に、平成２３年度事業費の主な内訳（人件費を除く）という部分あり、ここで平成

２３年度の決算額について内容を詳細に書いていこうと思っています。 

    記入例で平成２３年度決算額、直接経費Ｂが３９３万１，０００円となっておるん

ですけれども、その内容を一番下の平成２３年度事業費の主な内訳ということで、

☓☓☓講座開催経費（報償費１７０万１，０００円、消耗品費２０万６，０００

円、通信運搬費１６万３，０００円）、合計で２０７万円ということになります。 

    あと、△△講座開催経費（報償費８８万２，０００円、消耗品費１３万９，０００

円、手数料１８万円、使用料及び賃借料が６６万円）、合計で１８６万１，０００

円ということになっているわけです。この合計が上記の直接経費Ｂとなるというふ

うに考えております。それから、総事業費Ａ足すＢということで、この人件費と直
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接経費の合計が、この事業のすべての経費になるということになっております。 

    その財源内訳ですけれども、その下に表があり、その事業の内訳を示すようになっ

ております。国庫支出金か府支出金か、受益者負担金か、それ以外のこととか、そ

のほかは一般財源ということになります。 

    次、裏面に移っていただき、事務事業名と事業開始年度、担当部署というのは同じ

です。 

    あと活動実績ということで、活動指標もしくは成果指標、①、②、③と書いてあ

り、①講座開催数、②講座受講者数、③利用者アンケートにより満足と回答した率

ということで書いておりますので、こういう形で、①、②については活動指標なん

ですけれども、③は成果指標という形で、この事業の大体がわかるような形になっ

ております。 

    その下の単位当たりコストですけれども、記入例では総事業費割る活動指標という

ことになっておりますので、事業費をこの上の段の活動実績①講座開催数で割った

数値を単位当たりコストとして出しております。②につきましても、講座受講者

数、上の活動実績で講座受講者数を書いておりますので、それを事業費すべてで割

った数字を書いて、単位当たりコストということであらわしております。それで大

体コストがわかるかなと思っております。 

    もう一回シートに戻っていただきまして、その下の成果目標ですけれども、この事

業を実施することによって、得られる成果の目標について、ここで記載していこう

と思っています。 

    その下の比較参考値ですけれども、ほかの自治体等で類似事業の例などをここで参

考値として出していくということを思っております。 

    その下の特記事項については、そのほかで書き足らない部分についてはここで書く

ということになっております。 

    それから、その下の一次点検における事業の今後の方向性及び具体的な今後の取り

組み方策の部分については、一次評価で評価員の皆様が点検・評価していただいた

内容を、ここに、調書に載っている事業の今後の方向性と、具体的な今後の取り組

み方策をそのまま載せます。 

    その下の一次評価の結果ということで、３名の評価員の方が評価していただいた内

容、コメントをここに載せて書いていこうと思っています。 

    その下の二次点検における事業の今後の方向性及び具体的な今後の取り組み方策と

いうことは、二次点検を枚方市の庁内のプロジェクトチームで点検させていただこ

うと思っておりますので、そのプロジェクトチームの点検結果をここの欄に載せて

いこうと思っております。 

    簡単ですが、以上が説明になります。 

座 長：いや、簡単というのか、結構複雑ですね。 

    スケジュールの方はよろしいですか。 

事務局：そうですね。スケジュールですけれども、今後のスケジュール案ということで、簡
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単に説明させていただきますと、本日の８月６日で第２回評価員会議ということ

で、今、重点棚卸事業を決定していただいたことと、２４年度と２５年度の区分

をここで決定するということになっております。 

    これを受けまして、市の方で意思決定をしまして、８月の中旬にはその内容を公表

していきたいと思っています。その内容を受けまして、今、御説明させていただき

ました事業概要説明シートの作成にかかっていこうと思っておりますので、この内

容について、８月中旬に所管課の方に作成依頼をかけようと思っております。 

    ８月下旬には、今、作成依頼をかけた二次点検資料の作成を締め切るということに

させていただいております。 

    ８月下旬から９月中旬にかけて、先ほど申し上げました庁内プロジェクトチームに

よる二次点検ということで、二次点検を行っていこうと思っております。 

    庁内プロジェクトチームといいますのは、枚方市の理事と教育次長で構成しており

ます４名体制のプロジェクトチームをつくっております。 

    それから、９月の中旬になりまして、二次点検の結果を評価員の皆様に報告したい

と思っております。 

    それを受けまして、評価員の皆様は二次点検の結果の確認をしていただいて、９月

下旬には第３回の評価員会議を行っていきたいというふうに思っております。 

    それから１０月上旬につきましては、この二次点検と評価の結果を公表して、三次

点検の資料の作成依頼を所管課に行います。 

    それから、それを受けました各部署の方で三次点検を行っていきたいと思っており

ます。 

    １０月下旬にはその三次点検の締め切りを行いまして、評価員の皆様に三次点検の

結果を確認していただこうと思っております。 

    それから、１１月の上旬には第４回の評価員会議で三次評価の実施を行ってまいり

たいというふうに考えております。 

    以上です。 

座 長：ありがとうございました。 

    ちょっとスケジュールもなかなかのものだと思うんですけれども、まず事業概要説

明シートについて、先生方、御質問ございませんか。 

評価員：前に送っていただいていた資料とかで、これを書かれている方の勘違いかもと思わ

れるんですけど、多分、この人件費を重複して書いてはるところがあったように思

うんです。だから多分足して職員数にならないというか。 

事務局：それは事務局の方で一定点検させていただいて、評価員の皆様に送らせていただき

たいというふうに思っています。 

座 長：私の方も先生のお話と少し重複しますけど、資料を見せていただいて、この記入例

なんかもすごく抽象的に書かれていて、こういう感じで書かれると、例えば本当

にこの事業が何を目的にしているかというのが、すごくいい格好というのか、言



16 

 

葉もきれいだし、確かにそうだというようなことで書かれているんですけど、事

業がすごくわかりにくいのがちょっと見受けられたので、今回は、事業の中身が

きちっとわかるように書いていただきたいと思います。 

事務局：事業内容と目的がリンクするような形でというふうには、こちらの方も気をつけた

いと思います。 

座 長：何ていうか、これ自身が総合計画をつくっているわけでも何でもないので、言葉づ

かいとか単語は少し何か不細工な文章が並んでもいいと思っています。格好よく

なくても、本当の目的がわかるように書いていただければというのが、読ませて

いただいて、そういう感じを受けました。 

評価員：それに関しますと、事業の必要性というところもそうですよね。こちらも非常にか

なり抽象的で、ここも具体的に、どういうふうにやってきたから、今後も必要だと

かも、この必要性の具体的なことというのは、非常に大事になってきますので、目

的、内容、必要性のこの部分ですね。あとは先生もおっしゃった人数の確認とかで

すね。 

評価員：あと類似事業をきちんと上げておいていただきたいというか、役所の中で似たよう

な関連している事業というものがあるのかとか、もう一つ上の、例えば府レベルで

重複している事業があるのかとか。 

座 長：チェックリストでは明らかに、大阪府で類似事業があるのではないかと、想定でき

るようなものも「ない」と書かれている事業もあったので、確かに市のやるもの

と府のやるのと、見方は違うけれど、実は同じような事業がありそうなとき、そ

こら辺はそれぞれの事業の事務の進め方とか、勉強できることは、全く同じ事業

でなくてもあるはずなので、少しちょっと幅広に見ていただきたいなというふう

に思うんです。 

評価員：ちょっとそういう要望が先に言えるのでしたら、裏面ですけれども、成果目標とい

うところです。こちらの方も具体的にといいますか、先ほど私が要望しました必要

性との間で、こういう必要性だからこういう目標成果が出るんだという、整合性と

いいますか、これも具体的に書いていただかないと、非常にこちらも判断しにくい

です。 

    その上の単位当たりコストという、これももちろん指標としてはありがたいんです

けれども、記入例で書いていますセンター事業なども、事業の規模がさまざまです

から、単位当たりで出されても、事業規模によって非常に有効な事業もそうでない

事業もあるかと思いますから、成果目標というところがむしろ重要かなと思いま

す。 

    あと、実績という、単位当たりというよりも実績の部分、それもちょっとしっかり

書いておいていただければと思います。 

    本当に美しく書いていただくよりも、本当に具体的にこうだという熱意とか、そう
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いう、そちらの方が、非常にこちらもわかりやすいです。 

座 長：ほかに、このシートについてはもうよろしいですか。本当にわかりやすいというの

が一番なので、また少し修正をかけて、御審議のほどよろしくお願いします。 

    もう一つ感想を申し上げますと、各部ごとに書き方にすごい差があったという感じ

は受けましたので、だからそこら辺のバランスも頭の中でとらないといけないとい

うことがあったりしますので、そこら辺もぜひよろしく御指導の方お願いいたしま

す。 

    それと、スケジュール表で、例えば二次点検の結果を評価員へ報告の次に評価員会

議になっていますけど、その間でまた疑問等を、今回、少し聞かせていただいたよ

うな感じで、お聞かせいただくような機会ってとれるのでしょうか。 

事務局：そうですね。ヒアリングの機会みたいな感じですか。 

座 長：そうですね。ヒアリングになるか、資料を見てみないと、どこまでかはわからない

ですけど。 

事務局：検討させていただいて、ご連絡させていただきます。 

座 長：必要ならばということで、資料を見ていないので、何とも言えないんですけど。 

評価員：資料が来た段階で余りにも。 

座 長：そうですね。余り時間がタイトになると、時間がとれないので。私からはそこまで

ですけど、先生方、ございますか。 

＜意見等なし＞ 

座 長：そうしましたら、きょう、一番決めなければいけなかった重点棚卸事業と、それか

ら来年度の平成２４年・２５年度の仕分けと、それから今後のスケジュールと二

次点検ですね、今回予定の案件については、全部検討できたと思っております。 

２（４）．その他                                  

座 長：そうしましたら、その他ということで、次の案件に移りますけど、連絡事項等ござ

いますか。 

事務局：案件ということではないですけれども、たくさんの御意見、御提言いただきまし

て、どうもありがとうございました。 

    今後、事務局の方で本日の評価結果や、いただいた御意見等を整理した上で、二次

点検の実務的な作業に入ってまいりたいと考えております。 

    次に、次回の会議ですけれども、今後のスケジュールにもございますとおり、庁内

における二次点検の結果を評価いただいて、その取り扱いを確認していただくため

の第３回の会議を９月の下旬に開催させていただきたいというふうに考えておりま

す。 

    具体的な日程につきましては、改めてお三人様の御都合をお伺いした上で設定して
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まいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

    以上です。 

３．閉会                                     

座 長：ありがとうございました。 

    ９月下旬ということで、きょうのスケジュールで決まっているんですけれども、先

ほど申し上げたように、ぜひヒアリングないしは質問ができるような時間だけはよ

ろしくお願いいたします。 

    それでは、以上をもちまして、第２回評価員会議を終了したいと思います。 

    どうもありがとうございました。 

 

 


